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国道４０９号「東門前駅前交差点」の渋滞
が大幅に減少しました。

線

国道４０９号「東門前駅前交差点」の渋滞
が大幅に減少しました。

線（右折車線設置の整備効果のお知らせ）（右折車線設置の整備効果のお知らせ）

川崎国道事務所では、川崎縦貫道路の一般部である国道４０９号の整備を進めて

いるところです。

東門前駅前交差点で発生している渋滞を緩和するための措置として、平成２２年

１０月１４日に右折車線を設置しました。

この右折車線の設置にともなう交通状況の変化について お知らせしますこの右折車線の設置にともなう交通状況の変化について、お知らせします。

①右折車線設置後、国道４０９号の渋滞長が大幅に減少しま
した。

・４０９号上り線の休日の渋滞長が、右折車線設置前は最大４２０ｍ(16時～17時)
でしたが、右折車線設置後、同じ時間帯での渋滞長は０ｍとなり、その他の時間帯でしたが、右折車線設置後、同じ時間帯での渋滞長は０ｍとなり、その他の時間帯
においても最大５０ｍとなりました。

１６時～１７時渋滞長
右折車線設置前

最大４２０ｍ

右折車線設置後
０ｍ

右折車線設置前

右折車線設置後

② 設置した右折車線を利用している交通量は休日におい
て時間あたり最大２２４台です。

・右折車線の時間あたりの最大利用交通量は上り線（川崎駅方面）で２２４台、下り
線（浮島方面）で５３台です。

１００ｍ ２００ｍ ３００ｍ ４００ｍ ５００ｍ
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① 東門前駅前交差点の右折車線設置により国道４０９
号上り線（川崎駅方面）の渋滞長が大幅に減少しました。

右折車線設置前 右折車線設置後

国道４０９号（川崎駅方面） ４２０ｍ → ５０ｍ
（7時から１９時）

渋滞長の変化

右折車線設置後
最大５０ｍ

渋滞長の変化

７時～ ８時

８時～ ９時

９時～１０時

１０時～１１時

１１時～１２時

１２時～１３時

時 時

国道４０９号上り線渋滞長

１００ｍ ２００ｍ ３００ｍ ４００ｍ ５００ｍ

右折車線設置前
最大４２０ｍ

最大

右折車線設置前

右折車線設置後

１３時～１４時

１４時～１５時

１５時～１６時

１６時～１７時

１７時～１８時

１８時～１９時

② 設置した右折車線を利用している交通量は、休日に
おいて１時間あたり最大２２４台です。

上り線（川崎駅方面） 下り線（浮島方面）

右折車線１時間あたり ２２４台 ５３台
最大利用台数

右折車線利用状況
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右折車線設置前 右折車線設置後

中瀬３丁目から首都高大師出入口方面を撮影

平成２２年７月１５日１３時頃
中瀬３丁目から首都高大師出入口方面を撮影

平成２２年１０月２９日１１時頃

右折車輌が直進車輌を阻害している

現在の東門前駅前交差点全景
至 川崎駅

上り側右折車線

平成２２年１０月１５日１０時頃撮影 平成２２年１２月１５日１５時頃撮影

設置した右折車線 右折車線設置後の通行状況

至 浮島

直進車輌が右折車輌に阻害されることなく
流れている

交通量調査日

右折車線設置前 平成２２年１０月３日（日）

右折車線設置後 平成２２年１１月２８日（日）



川崎国道事務所では、川崎縦貫道路の一般部である国道４０９号の整備を

進めているところです。

しかし、東門前駅前交差点では、現在右折車線が無いことから、周辺のマ

ンション開発及び大規模商業施設の立地に伴う交通需要の増大により渋滞が

発生しており、地元よりその対策を強く要望されていました。

さらに、本年１０月には、本交差点に近接して、首都高速神奈川６号川崎

線（殿町～大師ジャンクション）が開通し、東京国際空港（羽田空港）では、

新たなＤ滑走路及び新国際線地区の供用開始が予定されていました。

これらのことから、暫定的な措置として、現在の車道内において車線幅員

を変更することにより、右折車線を設ける対策を講じることとしました。

箇 所 図

を変更することにより、右折車線を設ける対策を講じることとしました。

この右折車線の設置により、右折車輌による直進車輌の阻害が原因で発生

している渋滞の緩和が期待されます。

東門前駅前交差点

右折車線設置前

右折車線設置計画

右折車線設置後右折車線設置後



川崎縦貫道路は、細長い川崎市を縦貫する幹線道路で、
高速川崎縦貫線と国道４０９号から構成されています。川崎

川崎縦貫道路事業について（参考）

高速川崎縦貫線と国道４０９号から構成されています。川崎
浮島ジャンクション～国道１５号間約８．４㎞をⅠ期区間とし
て、一般部を川崎国道事務所が、自動車専用部を首都高速
道路株式会社が整備を行っています。
○この道路の整備によって、他の幹線道路と一体となり広域
的な結びつきを可能にし、川崎市の拠点開発等を支援する的な結びつきを可能にし、川崎市の拠点開発等を支援する
とともに、交通混雑の緩和、沿道環境の改善等を図ります。

首都高速川崎縦貫線 L=5.5km

H14年度供用 L=3 5KmL=2 0km
専用部

N

H14年度供用 L=3.5Km

殿町

一般国道409号　川崎縦貫道路　L=8.0Km　

L=2.0km

H22年10月20日供用

H14年度供用
　L=2.2Km

H15年度供用
　L=1.4Km

一般部


